
題名『深山峠からの十勝岳 』　～　中谷秀雄さん（富町２丁目）の作品

後期高齢者医療制度の保険料率が変わります保健

町営住宅の入居者募集公住

今年度のまちのお金の使いみちが決定！財政

全国青年農業者会議 意見発表の部で最優秀賞農政

カナダ国カムローズ市と友好都市提携２５周年学習

町の子育て支援に関する計画の後期計画を策定子育て
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保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

平
成　

・　

年
度
の
新
し
い
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

２２

２３

保
険
料
率
は
、
医
療
費
や
現
役
世
代
と
の
人
数
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

考
慮
し
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度

平成２０・２１年度
４３,１４３円

均等割
加入者全員が
等しく負担　

平成２０・２１年度
９.６３％

所得割
本人の所得に
応じて負担　

平成２２・２３年度
４４,１９２円

��１,０４９円の増

平成２２・２３年度
１０.２８％

��０.６５％の増

　　�平成２２年度の保険料額は「保険料額決定通知書」により、７月に個別にお知らせします。

�保険料の計算方法
　　均等割と所得割の合計額になります。

�保険料の軽減
�均等割の軽減
　　被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。（世帯主が被保険者で
　ない場合も軽減判定の対象となります）

�所得割の軽減
　　被保険者個人の所得で判定します。

所得割の
軽減割合所得が次の金額以下

５割軽減前年の所得から３３万円を引いた額が５８万円以下の方

　＊例　年金収入１８０万円の場合
　　　軽減判定　１８０万円－１２０万円(公的年金控除)－３３万円(基礎控除)＝２７万円
　　　　　　　　５８万円以下なので軽減対象になります
　　　所得割額　２７万円×１０.２８％×５割＝１３,８７８円

均等割
所得割該当する方

軽減後軽減割合

４,４００円９割かかりませんこの制度に加入する直前まで、被用者
保険の被扶養者だった方

※所得とは、年金などの収入から公的年金等控除額（１２０万円）など必要経費を差
　し引いたものです。

�被用者保険(社会保険)の被扶養者だった方の軽減
　　※被用者保険には、国民健康保険組合は含まれません。

軽減後
（前年比較）軽減前均等割の

軽減割合所得が次の金額以下

４,４００円
（１００円増）４４,１９２円９割軽減３３万円かつ加入者全員が年金収入８０万

円以下で他の所得がない
６,６２８円
（３２８円増）４４,１９２円８.５割軽減３３万円

２２,０９６円
（５２５円増）４４,１９２円５割軽減３３万円＋（２４万５千円×世帯主以外の被

保険者数）　  ※単身世帯の方は該当しません
３５,３５３円
（８３９円増）４４,１９２円２割軽減３３万円＋（３５万円×世帯の被保険者数）

��

��

��

��

１年間の保険料１年間の保険料
１００円未満切捨て１００円未満切捨て
【【限度額５０万円限度額５０万円】】

均等割
一人当たり
４４,１９２円

所得割
（平成２１年の所得－
３３万円）×１０.２８％

＋ ＝

問合せ
　北海道後期高齢者医療広域連合
　�０１１‐２９０‐５６０１
　町民生活課総合窓口班
　��６９８５

北海道後期高齢者医療広域連
合では、３月末に平成２１年７月～
１２月診療分までの医療費通知を送付し
ています。
　医療費通知は、請求書ではありません。
この通知は「医療費の総額」を記載したも
ので、病院や薬局にかかった一覧です。
　医療機関等の請求の遅れなどによ
り、医療費通知に記載されていな
い場合もありますが、不明な
点はお問合せください。

「医療費通知」
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変
更
前

　

申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
、
空
き
室
が
で

き
る
と
、
申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
対
し
、
案

内
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
�変

更
後

　

定
期
的
に
募
集
を
行
い
、
申
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

募
集
は
「
広
報
か
み
ふ
ら
の
」
の
ほ
か
、

防
災
無
線
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

定
期
的（
３
か
月
に
１
回
程
度
）に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
今
回
の
募
集
は
下
記
の
と
お
り
）

�
 
申
込
み
方
法
の
変
更

�
 
入
居
選
考
方
法
の
変
更

　

抽
選
に
よ
る
方
法
の
場
合
、
困
窮
度
が
反

映
さ
れ
な
い
た
め
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

で
も
長
期
間
の
待
機
と
な
っ
た
り
、
特
定
の

住
宅
に
応
募
が
集
中
し
、
高
倍
率
に
な
る
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
緩
和
す
る
た

め
、
基
準
を
設
け
て
、
選
考
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

変
更
前

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
入
居

者
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

　
�変

更
後

「
住
宅
困
窮
度
判
断
基
準
」
に
よ
り
、
申
込

者
の
住
宅
困
窮
の
状
況
を
調
査
し
、
困
窮
度

（
点
数
）の
合
計
点
数
が
高
い
方
か
ら
入
居
で

き
ま
す
。

　

困
窮
度
が
同
点
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

「
住
宅
困
窮
度
判
断
基
準
」
判
定
表
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
町
民
生
活
課
生
活
環

境
班
で
閲
覧
で
き
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
一
度
申
し
込
む
と
入
居
す

る
ま
で
の
期
間
が
有
効
と
な
っ
て
い
た
た
め

長
期
間
に
わ
た
り
待
機
す
る
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
待
機
し
て
い
る
間
に
は
、
家
庭

や
住
宅
の
事
情
、
転
居
な
ど
で
、
申
込
者
の

生
活
環
境
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
都
度
の
募
集
と
す
る
も
の
で
す
。

１２３４５６７８
　

歳
以
上
の
方

７５障
が
い
の
あ
る
方

一
人
親
世
帯
で
扶
養
す
る
子
ど
も
が
い
る
方

一
定
基
準
を
下
回
る
面
積
に
居
住
し
て
い
る
方

家
主
か
ら
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ
て
い
る
方

自
己
都
合
以
外
で
失
職
し
住
宅
を
失
っ
た
方

火
災
な
ど
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
方

犯
罪
被
害
者

３
点

３
点

１
〜
５
点

５
点

５
点

５
点

５
点

５
点

※参考「住宅困窮度判断基準」の
　うち、主な困窮度（点数）

町
営
住
宅
の
申
込
み
方
法
と

入
居
選
考
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た�

 
募
集
住
宅

�
西
町
団
地（
昭
和　

年
築
）

５５

　

募
集
戸
数　

１
戸

　

募
集
要
件　

入
居
人
数
３
名
以
上

　

住
所　

西
町
３
丁
目

　
　

２
番
４
号

　

建
物　

ブ
ロ
ッ
ク
造

　
　

平
屋　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　

水
洗
化
済

　

家
賃

　
　

１
万
２
千　

円
〜

１００

　

※
所
得
に
応
じ
決
定
し
ま
す

�
泉
町
南
団
地（
昭
和　

年
築
）

４８

　

募
集
戸
数　

３
戸

　

住
所　

泉
町
１
丁
目
３
番

　

建
物　

ブ
ロ
ッ
ク
造　

平
屋

　
　
　
　

２
Ｄ
Ｋ　

汲
取
ト
イ
レ

　

家
賃　

５
千　

円
〜

４００

　

※
所
得
に
応
じ
決
定
し
ま
す

�
 
設
備

　

照
明
器
具
・
暖
房
・
風
呂
釜
・
温
水

器
・
浴
槽
・
灯
油
タ
ン
ク
等
は
、
入
居

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

�
 
敷
地
使
用
料

　

車
庫
・
物
置
等
を
建
て
た
場
合
、
１

�
当
た
り　

円
の
使
用
料
が
か
か
り
ま

３０

す
。

�
 
募
集
期
間

　

４
月　

日（
火
）〜
５
月　

日（
木
）

２０

２０

�
 
そ
の
他

　

提
出
書
類
等
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

�
 
申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
６
９
８
５

こ
れ
か
ら
は
、
希
望
す
る
町
営
住
宅
の
募
集
時
に
そ
の
都
度
お
申
込
み
く
だ
さ
い

今
回
は
、
西
町
団
地
と
泉
町
南
団
地
の
募
集
を
行
い
ま
す

　
 
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 



町政執行方針

済
不
況
に
代
表
さ
れ
る
様
々

な
社
会
不
安
が
続
く
中
、
私
た

ち
は
今
こ
そ
「
人
材
の
育
成
」
が
よ

り
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
と
ら
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
お
い
て
、
教

え
ら
れ
た
り
与
え
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
を
待
っ
て
い
る
よ
う
な
受
身
的
な

態
度
で
は
、
現
状
の
打
開
は
難
し
い

も
の
と
考
え
ま
す
。
自
ら
考
え
、
主

体
的
に
行
動
し
、
創
意
工
夫
を
も
っ

て
積
極
的
に
課
題
解
決
に
立
ち
向
か

う
人
材
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
く
ま
し
く
「
生
き

る
力
」
を
私
た
ち
大
人
も
含
め
て
、

培
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
「
教
育
振

興
基
本
計
画
」
を
基
と
し
て
、
学
校

が
国
経
済
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
先

行
き
に
つ
い
て
も
デ
フ
レ
の
進
展
、

雇
用
環
境
の
悪
化
、
円
高
、
財
政
悪

化
に
伴
う
長
期
金
利
の
上
昇
な
ど
、

懸
念
材
料
が
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

新
政
権
の「
人
間
の
た
め
の
経
済
」

「
人
の
い
の
ち
を
大
切
に
し
国
民
の

生
活
を
守
る
こ
と
が
政
治
の
責
任
」

の
方
針
の
も
と
、
本
年
度
の
政
府
予

算
案
は
「
子
育
て
」「
雇
用
」「
環
境
」

「
科
学
・
技
術
」
に
重
点
を
置
き
、

平
成　

年
度
第
２
次
補
正
予
算
と
一

２１

体
と
し
て
切
れ
目
な
く
執
行
す
る
こ

と
で
、
景
気
の
着
実
な
回
復
に
つ
な

が
る
よ
う
、
一
般
会
計
総
額
は
過
去

最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
財
源
は
、
国
税
収

入
の
大
幅
減
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
歳
入
総
額
の　

％
を
国
債
発
行

４８

に
委
ね
る
と
と
も
に
、
財
政
投
融
資

特
別
会
計
や
外
国
為
替
資
金
特
別
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
な
ど
に
よ
り
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
政
府

は
「
財
政
運
営
戦
略
」
を
策
定
し
、

財
政
健
全
化
へ
の
道
筋
を
示
す
こ
と

と
し
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
は
、

地
方
も
含
め
た
財
政
健
全
化
に
向
け

て
、
大
き
な
課
題
が
課
せ
ら
れ
て
く

る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

地
方
財
政
政
策
で
は
「
地
域
主
権

改
革
」
の
第
一
歩
と
し
て
、
地
方
の

一
般
財
源
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
課
題
に
適

切
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
「
地
域
活
性

化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費
｣
が
創
設

さ
れ
る
な
ど
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

含
め
た
実
質
的
な
地
方
交
付
税
は
大

幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
交

付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
大

幅
に
減
少
す
る
中
で
の
措
置
で
あ
る

と
と
も
に
、
地
方
税
収
も
減
少
で
推

移
し
て
お
り
、
地
方
財
政
の
本
質
は

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
実
態
に
あ
り

ま
す
。

　

当
町
も
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響

を
受
け
、
町
税
収
入
の
減
収
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
地
域
経
済
や
雇
用
回

復
に
つ
な
が
る
よ
う
、
建
設
事
業
の

前
倒
し
実
施
を
は
じ
め
、
緊
急
的
な

雇
用
対
策
や
福
祉
施
策
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
町
の
財
政
は
、
国
の

財
政
対
策
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る

構
造
に
あ
る
た
め
、
今
後
の
財
政
健

全
化
の
動
向
を
見
据
え
、
将
来
に
禍

根
を
残
さ
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
収

支
均
衡
の
と
れ
た
健
全
な
財
政
運
営

を
旨
と
し
、
町
政
を
取
り
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
「
第
５
次
総
合
計
画
」「
自
治

基
本
条
例
」
の
精
神
で
あ
る
「
協
働
」

を
共
有
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
様
々
な
主

体
の
能
力
が
倍
増
し
て
発
揮
さ
れ
る

よ
う
、
町
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
全

力
を
傾
け
、
実
効
が
現
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

町政執行方針

向山富夫町長

北川雅一教育長

わ

経

広報かみふらの ２０１０.４   �

教
育
と
社
会
教
育
両
面
か
ら
の
計
画

と
実
践
、
そ
の
検
証
か
ら
改
善
へ
と

向
か
う
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
強
化
し
、

次
代
を
切
り
ひ
ら
く
『
人
づ
く
り
』

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
教
育
基
本
法
の
改
正
」
に
伴
い
、

学
校
教
育
で
は
新
し
い
学
習
指
導
要

領
が
告
示
さ
れ
、
小
学
校
が
平
成　
２３

年
度
、
中
学
校
は
平
成　

年
度
か
ら

２４

の
完
全
実
施
に
向
け
て
、
今
年
度
も

継
続
し
て
取
り
組
み
、
円
滑
な
移
行

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
「
家
庭
や
地
域
の

教
育
力
の
向
上
」
を
図
る
と
と
も
に

「
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
と
社
会
参

画
を
め
ざ
す
地
域
づ
く
り
」
を
推
進

し
、
い
き
い
き
と
し
た
生
涯
学
習
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
理
念
を
も
と
に
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
「
活
力
あ
る
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
な
お
一

層
の
努
力
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政

執
行
方
針

教
育
行
政

執
行
方
針



�事業の詳細は、別冊「平成２２年度版知ってお
　きたい  ことしのしごと」に掲載しています。

対比対比比較比較平成２１年度平成２１年度平成２２年度平成２２年度会会　計計 名　名

△ ５.８％△３億８,１００万円６６億１,１００万円６２億３,０００万円一　般　会　計

１.１％１,４２７万円１３億４,８４８万円１３億６,２７４万円国民健康保険
　
　
　

特
別
会
計

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の

収
入
で
行
う
事
業　
　
　

△４５.９％△ ５５５万円１,２１１万円６５６万円老人保健

６.６％５９７万円９,０８４万円９,６８１万円後期高齢者医療

△５３.８％△４億２,２０５万円７億８,４０２万円３億６,１９７万円公共下水道事業

５.５％２８９万円５,２６４万円５,５５３万円簡易水道事業

２.０％１,５３２万円７億５,２２７万円７億６,７５９万円介護保険

０.６％１６７万円２億８,５５０万円２億８,７１７万円ラベンダーハイツ事業

△１１.７％△３億８,７４９万円３３億２,５８５万円２９億３,８３６万円特別会計合計

４.１％３,７１０万円８億９,５５８万円９億３,２６８万円病院事業企
業
会
計

独
立
採
算
制
を
原

則
と
す
る
事
業　

△３７.６％△１億５,９０４万円４億２,３１１万円２億６,４０８万円水道事業

△９.２％△１億２,１９３万円１３億１,８６９万円１１億９,６７６万円企業会計合計

△７.９％△８億９,０４２万円１１２億５,５５４万円１０３億６,５１２万円総　合　計

� 各会計別予算 �
千円単位を四捨五入しています

�  広報かみふらの ２０１０.４

１０３億６,５１２万円
一般会計＋特別会計＋企業会計

『まちのお金の使いみち』が３月定例町議
会で審議され、決定しました。

�
歳
入
の
特
徴

�
歳
出
の
特
徴

　

国
の
方
針
で
地
方
交
付
税
が
増
額

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
な
地

方
交
付
税（
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

額
を
含
む
）約
1
億
9
千
万
円
の
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
自
主
財

源
で
あ
る
町
税
は
、
前
年
度
よ
り
約

1
千　

万
円
の
減
と
な
る
な
ど
年
々

500

　

財
政
調
整
の
た
め
の
基
金
に
依
存

す
る
こ
と
な
く
収
支
均
衡
を
図
り
、

ま
た
将
来
の
財
政
負
担
の
軽
減
対
策

と
し
て
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
の
地

方
債
発
行
の
抑
制（
抑
制
額
5
千　

万
20

円
）を
図
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
経
済
情
勢
、
雇
用
情
勢
が
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
公

共
事
業
等
の
投
資
的
事
業
に
つ
い
て

は
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
前
年
度
比

8
・
5
%
程
度
の
増
を
図
る
と
と
も
に

「
地
域
経
済
・
雇
用
の
活
性
化
」「
福

祉
施
策
の
充
実
」「
住
民
活
動
の
活
性

化
」「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
」
な
ど

を
重
点
と
し
た
予
算
配
分
に
努
め
ま

し
た
。

　

予
算
額
は
、
前
年
対
比
5
・
8
％

（
3
億
8
千　

万
円
）の
減
と
な
り
ま

100

し
た
が
、
こ
れ
は
畜
舎
増
設
な
ど
施

設
整
備
を
行
う
国
の「
畜
産
担
い
手
育

成
総
合
整
備
事
業
」の
完
了
や
補
償
金

免
除
の
繰
り
上
げ
償
還
の
完
了
が
主

な
要
因
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
除
く
と

実
質
的
に
は
前
年
対
比
1
・
8
％（
1

億　

万
円
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

900 一
般
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

▼
病
院
事
業

　

企
業
債
償
還
金
や
施
設
設
備
の
整

備
事
業
な
ど
で
減
少
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
老
人
保
健
施
設
事
業
収
益

や
退
職
手
当
組
合
負
担
金
の
清
算
年

▼
国
民
健
康
保
険

　

医
療
費
の
自
然
増
を
見
込
ん
で
い

ま
す
が
、
保
険
税
収
入
の
減
少
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
基
金
の
ほ
ぼ
全
額

を
取
り
崩
す
こ
と
で
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
老
人
保
健

　

清
算
事
務
の
最
終
年
度
で
、
本
年

度
で
会
計
自
体
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
数
の
増
加
と
保
険
料
の

増
額
改
定
で
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成２２年度

まちの予算まちの予算

▼
公
共
下
水
道
事
業

　

補
償
金
免
除
の
繰
り
上
げ
償
還
の

終
了
で
大
幅
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
簡
易
水
道
事
業

　

里
仁
地
区
浄
水
場
ろ
過
装
置
整
備

に
伴
う
借
入
金
の
元
金
償
還
が
始
ま

る
た
め
、
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
介
護
保
険

　

高
齢
化
の
進
展
と
要
介
護
者
の
重

度
化
に
よ
り
介
護
給
付
費
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
業

　

大
型
洗
濯
機
や
介
護
ベ
ッ
ド
な
ど

設
備
の
更
新
に
着
手
し
ま
す
。

▼
水
道
事
業

　

改
修
工
事
に
係
る
設
計
委
託
費
の

増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
補
償
金

免
除
の
繰
り
上
げ
償
還
の
終
了
に
よ

り
大
幅
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

度
に
な
る
こ
と
で
、
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

�



歳入総額　６２億３,０００万円

広報かみふらの ２０１０.４   �

自
主
財
源

�
町
が
自
ら
収
入
で

　

き
る
お
金

２４.７％
　

依
存
財
源

　
　
�
国
や
北
海
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
る
お
金

７５.３％

自主財源　１５億３,７３６万円
依存財源　４６億９,２６４万円

地方交付税　２８億１,４００万円（４５.２％）
　　　　　　　　�使いみちを限定されないお金で、国
　　　　　　　　　から国税の一定割合が交付されます。

町税　９億５,１９１万円（１５.３％）

使用料及び手数料　  １億３,３３６万円（２.１％）

分担金及び負担金              ６,９５８万円（１.１％）
繰入金　　　　　　  １億１,０２５万円（１.８％）

諸収入　　　　　　  ２億２,９２８万円（３.７％）

繰越金　                          ３,０００万円（０.５％）
財産収入･寄付金　           １,２９８万円（０.２％）

（　）は予算構成比

国庫支出金　７億  ６４１万円（１１.３％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため国から交付され
　　　　　　　　　る補助金や負担金

町　債　　　５億  ８６０万円（８.２％）
　　　　　　　　�土木工事など多額の経費を必要とすると
　　　　　　　　　き国や金融機関から借り入れるお金

その他の交付金　２億４,４８２万円（３.９％）

道支出金　　２億８,０１１万円（４.５％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため北海道から交付
　　　　　　　　　される補助金や負担金

地方譲与税　１億３,８７０万円（２..２％）
　　　　　　　　�国税として徴収したものを一定の基準で
　　　　　　　　　国から町へ譲与されるお金

（前年比較 △ ５.８％） 平成２２年度

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

�町税
　　町民の皆さんが納めている税金
�諸収入
　　貸付金の元利収入や雑入など
�使用料及び手数料
　　公共施設の使用料やごみ処理手
　　数料など
�繰入金
　　基金（貯金）から取り崩した分な
　　ど【内訳は下表】
�分担金及び負担金
　　保育料や土地改良事業の受益者
　　負担金など

基 金
�町の貯金 �

金　額区　分

５億８,１２０万円財政調整基金【突発的な災害や緊急時に備えた
り年度間のお金の不均衡を調整するもの】

２億  ６９６万円減債基金【借金の返済の増加に備えるもの】

４億６,４７２万円公共施設整備基金特
定
目
的
基
金

【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も
の
】

１億４,６３１万円農業振興基金

２,３３８万円十勝岳地区振興基金

７,３７５万円国内外交流推進基金

１億８,３０６万円国営土地改良事業負担基金

１,０７９万円児童生徒教育振興基金

２億２,４１７万円地域福祉基金

１,０８９万円ラベンダーの里ふるさと応援基金

１９億２,５２３万円合　　計

平成２２年度末予定

基金の使いみち取り崩し額区　分

農地・水・環境保全向上
対策、興農地区道営経営
体育成基盤整備、東中幹
線地区道営かんがい排水

４７０万円農業振興基金

特
定
目
的
基
金

吹上保養センター設備改
修(ヒートポンプ・ＬＥ
Ｄ化)

７,０００万円十勝岳地区振興基金

友好都市提携２５周年記念
事業・青少年派遣事業１,２４０万円国内外交流推進基金

しろがね土地改良事業負
担分２,０００万円国営土地改良事業負担

基金

児童生徒表彰、子ほめ事
業(発明工夫展表彰)１４万円児童生徒教育振興基金

母子保健事業（妊婦健康
診査等）300万円地域福祉基金

１億１,０２４万
円合　　計

基金（貯金）の取り崩しの内訳

予算額（前年比較） 税　目

４億５,８１０万円（ △１,７３０万円）町　民　税

３億９,４３８万円（        ５７万円）固定資産税

７,３３０万円（        ９０万円）た ば こ 税

８７０万円（            １０円）入　湯　税

１,７４３万円（        ３９万円）軽自動車税

９億５,１９１万円（△１,５３４万円）合　計

町税の内訳



町 債
�町の借金 �

歳出総額　６２億３,０００万円

�  広報かみふらの ２０１０.４

問合せ　総務課企画財政班　��６９８０
ホームページ

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp

うち給与費
１億５,８２８万円

うち給与費
４億１,８４９万円

うち給与費
９,１１４万円

うち給与費
１億    ３２万円

うち給与費
１億２,７０９万円

うち給与費
１億  ６０７万円

うち給与費
１,８９４万円

うち給与費
２,７１８万円

給与費合計　１０億４,７５１万円（前年比較４.３％増）
�上記の予算額には、給与費が含まれています。

土木費 １０億１,３１０万円（１６.３％）土木費　　１０億１,３１０万円（１６.３％）
　　　　　　　�道路、河川、公園、公営住宅など

予算額事業内容

１００万円駐屯地現状規模維持特別活動事業

４５０万円新卒未就職者就業支援事業

１２１万円任意予防接種費用負担軽減事業

１８２万円女性特有のがん検診推進事業

１６０万円障害福祉サービス事業所支援事業

４１万円ファミリーサポートセンター事業

３４６万円放課後子どもプラン事業(事業拡大)

５０万円上富良野高校振興対策事業(資質向上研
修等充実)

４４万円地区公園等住民会管理移行推進事業

６０８万円新エネルギービジョン策定事業

５８８万円役場庁舎耐震診断

７１３万円カムローズ市友好提携２５周年記念事業

３６０万円街路灯整備事業

 主な「政策調整枠」事業
　　　　　�町長の政策判断により予算化した事業

金　額区　分

７９億３,０６６万円一 般 会 計

６億２,９１８万円簡易水道事業

特
別
会
計

２８億５,８５９万円公共下水道事業

５,８６２万円ラベンダーハイツ事業

２,６３５万円病院事業企
業
会
計 ６億７,１９０万円水道事業

１２１億７,５３０万円合　　計

平成２２年度末予定

（　）は予算構成比

防衛省関係補助金等
【一般会計分】
総額３億６,３３６万円

　町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交
付されています。歳入の国庫支出金に含まれてい
ます。

�調整交付金事業
　　道路側溝整備（富原地区・北１８号）　　９００万円
　　町道改良舗装（本町４丁目１番通り）

３,７５０万円
　　教育用コンピュータ整備（西小学校）

８００万円
　　島津公園整備(大型遊具新設)　　    ３,１５０万円
　　緊急通報システム更新　　　　         ３８０万円

�民生安定施設整備事業
　　北１９号道路改良舗装                       ３,２０３万円

�障害防止事業
　　北２４号排水路支線整備　　　         　 ８,２４８万円
　　東１線排水路整備　　　　       　   ６,２４３万円

�上富良野演習場障害防止事業
　　南部地区土砂流出対策　　              ９,３６２万円

�防音事業関連維持費
　　騒音防止対策事業関連維持費（保育所･小学
　　校･中学校）　　　　　　　　　  　     ３００万円

公債費 １０億公債費　　１０億   ６５５万円（１６.２％）６５５万円（１６.２％）
　　　　　　　�町が借りたお金の返済など

民生費 １１億２,１９１万円（１８.０％）民生費　　１１億２,１９１万円（１８.０％）
　　　　　　　�高齢者、障がい者、子育て支援など

農林業費 ３億６,８４３万円（５.９％）　３億６,８４３万円（５.９％）
　　　　　　　�農林業振興、農業委員会活動など

衛生費 ７億９,１９７万円（１２.７％）　　７億９,１９７万円（１２.７％）
　　　　　　　�ごみ処理、上水道、健康管理など

商工費　　２億９,９８９万円（４.８％）
　　　　　　　�商工業、観光、企業誘致など

議会費　　       ７,９７８万円（１.３％）
　　　　　　　�議会運営、議会だより発行など

予備費　　       ２,０００万円（０.３％）

諸支出金　　      ９４１万円（０.２％）
　　　　　　　�教員･職員住宅建設に伴う返還金など

労働費　　       １,４４３万円（０.２％）
　　　　　　　�労働者育成など

教育費　　４億２,８３０万円（６.９％）
　　　　　　　�学校、スポーツ、文化振興など

総務費 １０億７,６２４万円（１７.３％）総務費　　１０億７,６２４万円（１７.３％）
　　　　　　　�全般的な行政経費、交通安全など

（前年比較 △ ５.８％）
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人
事
異
動

※
管
理
職
・
新
規
採
用（
４
月
１
日
付
）、
退

職（
３
月　

日
付
）の
み
の
掲
載
で
す
。

３１

�
総
務
課

�

課
長　

田
中
利
幸（
町
民
生
活
課
長
）�

総
務
課
付
課
長　

伊
藤
芳
昭（
産
業
振
興

課
長
）�

基
地
調
整
室
長　

佐
藤　

清（
建

設
水
道
課
建
設
班
主
査
）�

総
務
班
主
幹

　

石
田
昭
彦（
企
画
財
政
班
主
幹
）�

車
両

班
主
幹　

堅
田　

清（
車
両
班
運
転
技
術

主
査
）�

企
画
財
政
班
主
幹　

北
川
徳
幸

（
企
画
財
政
班
主
査
）

�
町
民
生
活
課

�

課
長　

中
田
繁
利（
議
会
事
務
局
長
）

�
保
健
福
祉
課

�

福
祉
対
策
班
主
幹　

坂
弥
雅
彦（
総
務

課
総
務
班
主
幹
）

�
産
業
振
興
課

�

課
長　

前
田　

満（
教
育
振
興
課
長
）�

商
工
観
光
班
主
幹　

藤
田
敏
明（
教
育
振

興
課
学
校
教
育
班
主
幹
）

�
建
設
水
道
課

�

公
園
担
当
主
幹　

角
波
光
一（
農
業
委

員
会
事
務
局
主
査
）

�
教
育
振
興
課

�

課
長　

服
部
久
和（
総
務
課
長
）�

学
校

教
育
班
主
幹　

大
石
輝
男（
保
健
福
祉
課

福
祉
対
策
班
主
幹
）

�
議
会
事
務
局　

�

局
長　

野
崎
孝
信（
総
務
課
基
地
調
整

室
長
）

�
新
規
採
用

※
転
入
は
４
月
１
日
付
、
転
出
・
退
職
は
３

月　

日
付
で
す
。

３１

�
上
富
良
野
小
学
校

転
入

�

佐
藤
賢
一（
上
富
良
野
町
立
東
中
小
学

校
）�

安
部
泰
輝（
旭
川
市
立
近
文
小
学

校
）�

武
田
真
樹（
美
深
町
立
美
深
小
学

校
）�

田
所
千
恵（
旭
川
市
立
日
章
小
学

校
）

　

転
出

�

伊
山
亜
砂
子（
富
良
野
市
立
富
良
野
小

※
管
理
職
・
新
規
採
用（
４
月
１
日
付
）、
退

職（
３
月　

日
付
）の
み
の
掲
載
で
す
。

３１

�
消
防
本
部

�

消
防
長　

菊
地　

繁（
次
長
兼
警
防
課

長
）�

次
長
兼
警
防
課
長　

原　

一
志（
上

富
良
野
消
防
署
参
与
兼
第
2
消
防
隊
長
）

�

総
務
課
長　

谷
口　

繁（
上
富
良
野
消

防
署
管
理
官
）�

予
防
課
長　

柏
倉
正
勝

（
富
良
野
消
防
署
山
部
出
張
所
長
）�

予
防

課
長
補
佐　

長
谷
川　

右（
上
富
良
野
消

防
署
中
富
良
野
支
所
主
幹
兼
指
導
係
長
）

�
総
務
課
長
補
佐　

田
中
宏
美（
総
務
課

総
務
係
長
兼
経
理
係
長
）

　

退
職

�

藤
田
三
郎（
消
防
長
）�

赤
松
広
樹（
予

防
課
長
）�
芳
川　

洋（
総
務
課
）

�
上
富
良
野
消
防
署

総
務
課 
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
�
6
4
0
0

富
良
野
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
�
1
1
1
9

教
育
振
興
課 
学
校
教
育
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
�
6
6
9
9

消
防
本
部
・
消
防
署
人
事

教
職
員
人
事

町
職
員
人
事

�

署
長　

西
川
秋
雄（
副
署
長
兼
第
1
消

防
隊
長
）�

副
署
長
兼
第
1
消
防
隊
長　

安
井　

盟（
参
与
兼
第
3
消
防
隊
長
）�

主

幹
兼
第
２
消
防
隊
長　

佐
川　

渉（
指
導

係
長
）�

主
幹
兼
第
3
消
防
隊
長　

谷　

佳
修（
消
防
係
長
）

　

新
規
採
用

�
退
職

�

菊
地
昭
男（
建
設
水
道
課
公
園
整
備
担

当
課
長
）�

斎
藤
和
男（
総
務
課
車
両
班
主

幹
）�

多
湖
逸
郎（
産
業
振
興
課
商
工
観
光

班
主
幹
）�

松
井
和
子（
町
立
病
院
副
看
護

師
長
）�

岡
崎
恵
美
子（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ

ツ
主
任
栄
養
士
）�

中
田
善
一（
総
務
課
車

両
班
運
転
技
術
主
査
）�

宮
崎　

隆（
教
育

振
興
課
学
校
教
育
班
施
設
技
能
主
査
）

　

退
職

�

三
原
康
敬（
署
長
）

保健福祉課　
　千 葉  裕 子
　（保健師）

産業振興課　
　島 田  脩 平

町民生活課　
　寺 田  泰 輝

上富良野消防署
中 野  敬 太
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第

回
全
国
青
年
農
業
者
会
議

49意
見
発
表
部
門
で
最
高
賞

３
月
４
〜
６
日
に
開
催
さ
れ
た
第

回
全
国
青
年
農
業
者
会
議
の
意
見
発
表
部

４９

門
で
、
安
丸
千
加
さ
ん（
西
５
線
北

号
）が
、
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を

20

受
賞
し
ま
し
た
。

　

安
丸
千
加
さ
ん
が
出
場
し
た
の
は
、
第　
４９

回
全
国
青
年
農
業
者
会
議
の
意
見
発
表
部

門
。
青
年
農
業
者
が
農
業
経
営
な
ど
自
ら
の

体
験
を
通
じ
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
等

に
つ
い
て
意
見
を
発
表
す
る
も
の
で
、
上
川

管
内
に
続
き
、
北
海
道
で
も
最
優
秀
賞
を
獲

得
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　
「 
意  
気 
て
、 
活 
き
て
」
と
題
し
、
農
業
環
境

い 

き 

い

の
男
女
差
別
的
な
環
境
や
友
人
の
薦
め
で
始

め
た
直
売
所
を
通
じ
て
得
た
経
験
か
ら
、
女

性
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
に
問
題
意
識
を

持
っ
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
発
表
し
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
。

安
丸
千
加
さ
ん

「
北
海
道
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
実
家

に
就
農
し
た
と
き
、
周
囲
か
ら
は
お
手
伝
い

に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
悔
し
か
っ
た

で
す
。
今
は
直
売
所
の
お
客
さ
ん
に
お
い
し

く
食
べ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
原
動
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
人
の
薦
め
も
あ
り
出
場

し
ま
し
た
。
高
校
の
と
き
か
ら
農
業
ク
ラ
ブ

の
意
見
発
表
大
会
に
出
場
し
て
い
た
の
で
人

前
で
話
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま

さ
か
全
国
大
会
で
最
優
秀
賞
を
取
れ
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
大
会
に
参

加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
女
性
の
農
業
後
継
者
同
士

で
、
女
性
後
継
者
な
ら
で
は
の
悩
み
な
ど
を

語
り
合
え
る
場
を
持
つ
こ
と
が
目
標
で
す
。」

～ 安 丸 千 加 さん ～

学
校
）�

小
山
和
歌
子（
北
海
道
教
育
大
学

附
属
旭
川
小
学
校
）�

山 

洋
平（
鷹
栖
町

立
北
野
小
学
校
）

　

退
職

�

多
田
三
帆
子

�
西
小
学
校

転
入

�

教
頭　

北
島　

信（
南
富
良
野
町
立
下

金
山
小
学
校
）�

村
田　

隆（
上
富
良
野
町

立
東
中
中
学
校
）�

中
西
洋
明（
音
威
子
府

村
立
音
威
子
府
小
学
校
）�

大
坂　

拓（
旭

川
市
立
高
台
小
学
校
）�

事
務
職
員　

橋

本
正
明（
上
富
良
野
町
立
東
中
小
学
校
）

　

転
出

�

教
頭　

室　

篤
宏（
美
深
町
立
仁
宇
布

小
学
校
校
長
）�

紙
谷
昌
弘（
旭
川
市
立
忠

和
小
学
校
）�

事
務
職
員　

坂
田
淳
哉（
鷹

栖
町
立
鷹
栖
小
学
校
）

　

退
職

�

小
原
真
実

�
東
中
小
学
校

転
入

�

校
長　

大
寺　

基（
旭
川
市
立
東
陽
中

学
校
教
頭
）�

在
間
千
夏（
旭
川
市
立
永
山

小
学
校
）

　

転
出

�
校
長　

松
井
雅
裕（
上
富
良
野
町
立
上

富
良
野
中
学
校
）�

佐
藤
賢
一（
上
富
良
野

町
立
上
富
良
野
小
学
校
）�

事
務
職
員　

橋
本
正
明（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
西

小
学
校
）

　

退
職

�

松
田
こ
ず
え

�
江
幌
小
学
校

転
入

�

事
務
職
員　

田
中
邦
彦（
せ
た
な
町
立

太
櫓
小
学
校
）

�
上
富
良
野
中
学
校

転
入

�

校
長　

松
井
雅
裕（
上
富
良
野
町
立
東

中
小
学
校
）�

北
村
裕
美（
士
別
市
立
士
別

中
学
校
）�

事
務
職
員　

坂
本
典
之（
士
別

市
立
士
別
中
学
校
）

　

転
出

�

校
長　

鷲
見
信
夫（
旭
川
市
立
北
星
中

学
校
）�

岩
浪
貴
子（
旭
川
市
立
神
居
中
学

校
）�

松
井
千
春（
占
冠
村
立
占
冠
中
学

校
）�

養
護
教
諭　

福
島
恵
美
子（
旭
川
市

立
永
山
南
中
学
校
）�

事
務
職
員　

上
西

豊
春（
東
川
町
立
東
川
中
学
校
）

�
東
中
中
学
校

転
入

�

教
頭　

須
賀
美
都
江（
富
良
野
市
立
布

部
中
学
校
）�

川
上
利
香（
浜
頓
別
町
立
豊

寒
別
小
学
校
）

　

転
出

�

教
頭　

山
本
一
人（
南
富
良
野
町
立
幾

寅
小
学
校
）�

村
田　

隆（
上
富
良
野
町
立

上
富
良
野
西
小
学
校
）�

信
濃
肖
元（
上
川

町
立
上
川
小
学
校
）� 
瀬
充
宏（
旭
川
市

立
東
明
中
学
校
）
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町
の
将
来
を
担
う
青
少
年
の
国
際
性
豊
か

な
人
材
育
成
を
目
的
に
、
第
6
回
青
少
年
国

際
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。　

　

カ
ム
ロ
ー
ズ
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ト

ロ
ン
ト
及
び
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
、
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
等
の
研
修

を
計
画
し
て
い
ま
す
。　

�
 
日
程

　

8
月
2
日
〜　

日
【
8
泊
9
日
間
】

10

※
事
前
研
修（
8
回
）、
事
後
研
修（
2
回
）、

　

結
団
式
、
研
修
報
告
会
、
解
団
式
を
開
催

�
 
研
修
先

　

カ
ナ
ダ（
カ
ム
ロ
ー
ズ 
、
ト
ロ
ン
ト
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
等
）

�
 
対
象

　

町
内
に
保
護
者
と
在
住
す
る
中
学
生
・
高

校
生
。

※
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
上
富
良
野
町
税
等

　

の
滞
納
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限

　

措
置
等
に
関
す
る
条
例
規
定
に
基
づ
き
、

　

町
税
等
の
納
入
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

�
 
定
員　
　

名
20

※
申
込
み
が
９
名
以
下
の
場
合
は
中
止

�
 
研
修
費
用

　
　

万
円（
旅
費
、
研
修
・
交
流
費
、
宿
泊
・

40
食
費
等
）以
内
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
・
旅
行
保
険
・
ホ
ー
ム

　

ス
テ
イ
先
へ
の
お
土
産
・
研
修
共
通
経
費
・

　

こ
ず
か
い
等
は
別
途
個
人
負
担
。

�
 
補
助

　

上
富
良
野
町
青
少
年
交
流
推
進
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
研
修
対
象
費
用
の

　

%（　

万
円
以
内
）を
補
助
し
ま
す
。

60

24

�
 
申
込
期
間

　

4
月　

日（
月
）〜　

日（
金
）

12

２３

�
 
提
出
書
類

�
青
少
年
国
際
交
流
事
業
申
込
書

�
納
税
状
況
確
認
同
意
書

�
 
提
出
先　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

�
 
そ
の
他

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

カ
ナ
ダ
国
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
と
の
国
際
交
流

出
会
い 
学
び 
絆
を
深
め
る

参
加
者

募
集

第
６
回

青
少
年
国
際
交
流
事
業

　

周
年
記
念
事
業

２５

内　容年度
上富良野町で友好都市提携調印式を開
催

１９８５年
昭和６０年

［カナダへ訪問団１５名］…収入役ほか
５周年記念式典・北海道アルバータ州
姉妹提携１０周年式典出席
�安政太鼓披露

１９９０年
平成２年

［カナダへ訪問団４名］…町長・議長ほか
１０周年記念式典
�友好都市提携延長盟約書に調印

１９９５年
平成７年

［カナダへ訪問団１２名］…助役・議長ほか
１５周年記念式典・北海道アルバータ州
姉妹提携２０周年式典出席
�筝曲の演奏披露
�カムローズ市にフレンドシップガー
　デンを設置

２０００年
平成１２年

�友好都市提携延長盟約書に調印２００５年
平成１７年

［カナダへ訪問団１名］…町長
２０周年記念式典
�カムローズ市に時計塔建立
�第５回青少年国際交流事業と同行

２００７年
平成１９年

　

上
富
良
野
町
と
カ
ナ
ダ
国
カ
ム
ロ
ー
ズ
市

は
、
1
9
8
5（
昭
和　

）年
9
月
5
日
に
友

60

好
都
市
提
携
を
結
ん
で
か
ら
、
今
年
で　

周
25

年
を
迎
え
ま
す
。

　

四
半
世
紀
に
わ
た
る
友
好
親
善
の
絆
を
深

め
、
今
後
の
友
好
都
市
交
流
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
町
か
ら
親
善
訪
問
団
が
カ
ム
ロ
ー

ズ
市
を
訪
れ
、
友
好
都
市
提
携　

周
年
記
念

25

事
業
を
行
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
3
年
ご
と

に
実
施
し
て
い
る
青
少
年
国
際
交
流
事
業
の

派
遣
団
も
訪
問
し
ま
す
。

�
訪
問
日
程

　

8
月
2
日
〜
７
日
【
５
泊
６
日
間
】

�
記
念
事
業
の
概
要

�
友
好
都
市
提
携
延
長
盟
約
書
の
調
印

�
文
化
公
演（
三
味
線
・
大
正
琴
な
ど
日
本
文

　

化
の
紹
介
）や
交
流
団
体
間
の
交
流
な
ど

�
親
善
訪
問
団

　

親
善
訪
問
団
は
、
町
長
を
団
長
に
、
盟
約

書
調
印
者
の
議
会
議
長
、
交
流
団
体
の
上
富

良
野
国
内
外
交
流
の
会
、
文
化
団
体
の　

名
１７

以
内
で
構
成
し
ま
す
。

これまでの交流経過

�上富良野高校の訪問
　　１９８６（Ｓ６１）・１９８７（Ｓ６２）・１９８８（Ｓ６３）・１９８９（Ｈ１）
　　１９９１（Ｈ３）
�カムローズ市長来町
　　１９８５（Ｓ６０）・１９８９（Ｈ1）・１９９７（Ｈ９）
�カムローズ高校来町
　　１９９１（Ｈ３）・２００１（Ｈ１３）・２００６（Ｈ１８）
�ＡＥＴの招へい　１９９９（Ｈ１１）～現在まで６名
�上記のほか、アルバータ州音楽使節団・州議会議員・
　市議会議員などが来町

第５回青少年国際交流事業（２００７年）
［市役所前に建設された時計塔］

▼　

周
年
記
念
事
業
及
び
青
少
年
国
際
交
流

２５

　

事
業
に
は
、
上
富
良
野
町
国
内
外
交
流
基

　

金
を
充
て
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

国
内
外
交
流
実
行
委
員
会（
町
民
生
活
課

　

自
治
推
進
班
）　�
�
６
９
８
５

　

青
少
年
国
際
交
流
実
行
委
員
会（
教
育
振

　

興
課
社
会
教
育
班
）　�
�
５
５
１
１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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申
込
み
・
問
合
せ

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
学
び
た
い
」
皆

さ
ん
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
に
登
録
し
、
各
市
町

村
や
教
育
機
関
が
開
催
す
る
講
座
を
受
講
し

ま
せ
ん
か
。

　

受
講
す
る
に
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。
登

録
申
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
料
は
無
料
で
す
が
、
受
講
す
る
講
座
に

よ
り
有
料
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
5
5
1
1

　

道
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局（
財
団
法
人
北
海

　

道
生
涯
学
習
協
会
）

　
�
0
1
1
‐
2
8
1
‐
6
6
6
4

　

町
で
は
、
い
し
ず
え
大
学
講
座（
前
期
３

回
、
後
期
３
回
）を
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講

座
と
し
て
公
開
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
前
期
講
座
】

�
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
」　

　

日
時　

５
月　

日（
金
）

２８

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

「
優
し
さ
」

　
　
 　
　
 
江
幌
小
学
校
長　

瀬 
尾 
祐 
二

　

私
が
勤
務
し
て
い
る
学
校
の
全
校
朝
会

で
は
、
職
員
が
１
年
に
１
回
ず
つ
子
ど
も
た

ち
へ
の
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
月
は
、

「
優
し
さ
」
に
つ
い
て
講
話
す
る
職
員
が
い

ま
し
た
。
冒
頭
「
優
し
さ
と
は
？
」
と
投
げ

か
け
「
相
手
へ
の
気
づ
か
い
で
す
」
と
い
う

子
ど
も
の
答
え
に
「
そ
の
と
お
り
で
す
」
と

返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
事
例
や
自

ら
の
体
験
を
交
え
『
優
し
さ
を
感
じ
る
行

い
』
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

以
前
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
載
っ
て
い
た
こ

と
を
引
用
し
ま
す
。
消
防
が
出
動
し
た
火

災
現
場
で
、
人
や
車
を
規
制
す
る
警
官
に

「
早
く
火
を
消
せ
」
と
殴
り
か
か
っ
た
男
が

公
務
執
行
妨
害
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
る
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
容
疑
者
は　

歳
。
消

４２

防
の
仕
事
と
警
官
の
仕
事
を
知
ら
な
い
は

ず
の
な
い
大
人
。『
自
分
の
関
心
ば
か
り

で
、
状
況
に
配
慮
で
き
な
い
』『
立
場
の
違
い

を
認
め
ら
れ
な
い
』
と
い
う
大
人
の
事
件
。

秋
田
県
で
の
小
さ
な
事
件
で
す
が
、
筆
者
は

現
代
の
一
断
面
と
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
日
常
に
お
い
て
は
、
他
人
を
思

い
や
る
こ
と
や
場
の
状
況
に
あ
っ
た
振
る

舞
い
が
で
き
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
他
人
を
思
い
気
づ
か

う
優
し
さ
の
表
現
の
仕
方
は
様
々
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
優
し
さ
を
素
直
に
表
す

こ
と
が
で
き
る
「
人
的
環
境
」
を
保
障
し
て

あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家 庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育 シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号家 庭 教 育 シ リ ー ズ    第　 　 号  ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２７３

自
主
企
画
芸
術
鑑
賞
事
業

　

演
劇
鑑
賞
・
音
楽
鑑
賞
等
の
公
演
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
自
主
企
画
す
る
団
体
等

に
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

町
内
に
居
住
し
、
自
主
的
に

　

公
演
等
の
企
画
運
営
を
行
う
５
名
以
上
の

　

団
体

補
助
限
度
額　

１
事
業
に
つ
き
、
対
象
経
費

　

の
２
分
の
１
以
内
、　

万
円
を
限
度
と
し

１０

　

予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

４
月　

日（
月
）〜
５
月
７
日（
金
）

１９

※
申
込
書
は
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に

　

あ
り
ま
す
。

�
「
わ
が
家
は
大
丈
夫
？　

地
震
に
強
い
家

　

づ
く
り
」

　
　

日
時　

７
月
９
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

�
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」

　
　

日
時　

８
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
社
会
教
育
総
合
セ
ン

　

タ
ー
で
す
。
開
会　

分
前
に
ご
来
場
く
だ

１０

　

さ
い
。

※
道
民
カ
レ
ッ
ジ
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　

英
語
指
導
助
手
の
グ
レ
ン
・
オ
グ
デ
ン
と

異
国
の
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
一
緒
に
イ
ー

ス
タ
ー
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
も
う
。

　

イ
ー
ス
タ
ー
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
お
祭

り
の
一
つ
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活

を
祝
う
日
で
す
。

日
時　

４
月　

日（
土
）　

９
時
〜　

時　

分

２４

１１

３０

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

参
加
料　
　

円（
申
込
時
に
必
要
で
す
）

２００

対
象
者　

町
内
に
居
住
の
小
学
生

持
ち
物　

上
靴

申
込
期
限　

４
月　

日（
火
）

２０

そ
の
他

　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
絵
の
具
な
ど
で
、
汚
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
イ
講
座

　

学
び
た
い
テ
ー
マ
を
公
民
館
講
座
と
し
て

自
主
企
画
す
る
団
体
等
に
事
業
費
を
支
出
し

ま
す
。

事
業
対
象
者　

町
内
に
居
住
し
、
自
主
的
に

　

講
座
企
画
運
営
を
行
う
５
名
以
上
の
団
体

事
業
限
度
額　

１
事
業
に
つ
き
、
講
師
謝
金

　

に
対
し
２
万
円
を
限
度
と
し
、
予
算
の
範

　

囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

４
月　

日（
月
）〜
５
月
７
日（
金
）

１９

※
申
込
書
は
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に

　

あ
り
ま
す
。
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次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
「
子
ど

も
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、
父
母
そ
の
他
の

保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る

と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
、
す
べ
て
の
家

庭
と
地
域
で
子
育
て
の
意
義
が
深
め
ら
れ
、

子
育
て
に
伴
う
喜
び
が
実
感
さ
れ
る
よ
う
配

慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
基

本
理
念
に
基
づ
き
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

�
子
ど
も
の
視
点

　

行
政
と
地
域
が
協
働
し
て
す
べ
て
の
子
ど

も
が
幸
せ
に
育
つ
こ
と
を
応
援
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

�
す
べ
て
の
子
ど
も
と
家
族
へ
の
支
援
の
視

　

点

　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
生
活
に
配
慮
し
た

支
援
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

�
社
会
全
体
に
よ
る
支
援
の
視
点

　

保
護
者
・
行
政
・
関
係
機
関
・
地
域
が
連

携
し
た
支
援
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

�
親
と
子
の
遊
び
と
育
ち
を
支
援
・
応
援
す

　

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
地
域

の
子
育
て
支
援
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め
、

子
育
て
全
般
に
関
す
る
専
門
的
な
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
の
支
援
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　

き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
が
行
わ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
保
護
者
・

行
政
・
関
係
機
関
・
地
域
が
連
携
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後
期
計

画
）」
及
び
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

�
子
ど
も
や
親
も
誰
も
が
健
康
で
健
や
か
に

　

育
つ
ま
ち
づ
く
り

「
健
や
か
親
子
か
み
ふ
ら
の　

」
計
画
と
連

２１

動
し
、
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
の
確
保
や
食

育
の
推
進
、
思
春
期
保
健
対
策
を
実
施
し
ま

す
。

�
子
育
て
を
し
て
い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
応

　

援
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既

存
の
地
域
社
会
資
源（
施
設
・
人
材
）を
活
用

し
た
子
育
て
支
援
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
は
、
国
の

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、

町
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る　

年
間
の
計
画

１０

と
し
て
、
平
成　

年
度
に
前
期
計
画（
平
成

１６

　

〜　

年
度
）が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

17

21

　

平
成　

年
度
は
、
前
期
計
画
の
実
施
状
況

２１

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
上
富
良
野
町
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
策
定
委
員
会
の
委
員　

名
10

が
中
心
と
な
り
、
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、
見
直
し
を
図
り
、
後
期
計
画（
平

成　

〜　

年
度
）を
策
定
し
ま
し
た
。

22

26
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『
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）』
策
定

  
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

平成２２～２６年度

計
画
策
定
の
趣
旨

基
本
的
視
点

基
本
目
標

継続実施していく事業

�通常保育事業
�特定保育事業
�延長保育事業
�一時預かり事業（幼稚園で
　の実施検討）
�放課後児童健全育成事業
�ファミリー・サポート・
　センター事業
�地域子育て支援拠点事業

後期計画で位置付けられた事業

�休日保育事業
�病児・病後児保育事業

�
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人
を

　

応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

就
労
意
志
を
活
か
せ
る
地
域
保
育
環
境
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
働
き
方
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
安
定
し
た
子
育
ち
・
子

育
て
環
境
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

�
子
ど
も
が
安
全
に
育
つ
安
心
し
た
ま
ち
づ

　

く
り

　

町
民
が
日
頃
か
ら
積
極
的
に
自
然
に
子
ど

も
た
ち
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
地
域
環
境
を
醸

成
し
、
大
人
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
子
ど
も

を
守
り
育
て
る
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【主な対象事業】

　次世代育成支援行動計画では、
国から定量的目標事業量の設定を
指示されている１２項目のサービス
について、数値目標を定めること
になっています。

問合せ
　保健福祉課子育て支援班
　��６９８７

�定量的目標事業量の設定
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子
ど
も
に
読
書
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
上
小
・
西
小
・
江
幌
小

の
朝
読
書
の
時
間
を
利
用
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
も
の
が
た
り
文
化
の

会
」
と
「
読
み
聞
か
せ
会
ム
ー
ミ
ン
」

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
は
、
上
小
の
１
年
生
を
対
象

に
ム
ー
ミ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
名
が

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
は

に
ぎ
や
か
な
様
子
の
子
ど
も
た
ち
も
、

話
が
始
ま
る
と
自
然
に
物
語
に
引
き
込

ま
れ
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
り

ま
し
た
。

※
平
成　

年
度
の
学
校
で
の
活
動
回
数

２１

　

も
の
が
た
り　

回
、
ム
ー
ミ
ン　

回

２８

８２

３／３

物
語
に
引
き
込
ま
れ

自
然
に
輝
く
瞳

　

１
日
に
上
富
良
野
高
校
、　

日
に
町

１１

内
各
中
学
校
、　

日
に
町
内
各
小
学
校

１９

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
高
校
生　

名
、

２１

中
学
生　

名
、
小
学
生　

名
が
卒
業
し

121

99

ま
し
た
。

　

上
富
良
野
中
学
校
で
は
、
在
校
生
が

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
す
る
中
、
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
、
鷲
見
校
長
の
式
辞
で

は
「
自
ら
の
夢
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け

て
く
だ
さ
い
。
つ
ら
い
こ
と
、
苦
し
い

こ
と
か
ら
逃
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

卒
業
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
卒

業
生　

名
は
元
気
よ
く
返
事
を
し
て
い

116

ま
し
た
。

　

春
か
ら
の
新
し
い
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

3／11

旅
立
ち
の
季
節
に

町
内
各
学
校
で
卒
業
式

　

町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行

委
員
会
が
主
催
、
上
富
良
野
町
体
育
指

導
委
員
会
が
主
管
し
て
、
か
ん
じ
き
ツ

ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
郷
土
の
自
然
に
親
し
み
な

が
ら
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
体
力
の

増
強
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の

で
、
一
般
町
民
や
体
育
指
導
委
員
な
ど

総
勢　

名
が
冬
の
十
勝
岳
三
段
山
を
散

１８

策
し
ま
し
た
。

　

雪
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、

参
加
者
は
ス
キ
ー
用
の
ス
ト
ッ
ク
と
か

ん
じ
き
を
使
っ
て
散
策
し
、
冬
の
十
勝

岳
の
雪
景
色
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
無
理
の
な
い
「
健
康
・

体
力
づ
く
り
」
が
大
切
で
す
。

3／14

冬
の
景
色
を
楽
し
み

か
ん
じ
き
ツ
ア
ー
開
催

3／２５

地
域
の
安
全
・
安
心

災
害
時
の
飲
料
水
確
保

　

北
海
道
と
北
海
道
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
株
式
会
社
の
間
で
平
成　

年
に

１８

締
結
さ
れ
て
い
る
「
災
害
時
に
お
け
る

飲
料
の
供
給
等
防
災
に
関
す
る
協
力
協

定
」
に
基
づ
き
、
町
は
同
社
と
「
災
害

対
応
型
自
動
販
売
機
に
よ
る
協
働
事
業

に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
、
設
置
先
の

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
で
点
灯
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
自
動
販
売
機
は
、
災
害
時
に
は

無
料
で
飲
料
水
が
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、

平
常
時
は
搭
載
の
電
光
掲
示
板
に
よ
り

災
害
情
報
や
地
域
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
は
、
町
内
事
業
者
等
の
協
力
を

得
て
設
置
台
数
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
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緊
急
雇
用
創
出
事
業

受
診
く
だ
さ
い

が
ん
検
診

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

※　

歳
以
上
は
、
昭
和　

年
４
月
１

７０

１６

日
以
前
生
ま
れ
の
方
で
す
。

※
平
成　

年
４
月
か
ら
子
宮
が
ん
・

２２

乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
1
度
の
受

診
と
な
り
ま
し
た
。

※
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
」
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

開
催
し
ま
す

地
球
温
暖
化
対
策
等
セ
ミ
ナ
ー

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

北
海
道
工
業
大
学
の
講
師
を
招
い

て
「
地
球
温
暖
化
対
策
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

４
月　

日（
土
）　　

時

２４

１６

場
所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

参
加
料　

無
料

概
要　

セ
ミ
ナ
ー
「
積
雪
寒
冷
地
に

臨
時
職
員
等
募
集

産
業
振
興
課 
商
工
観
光
班

　
　
�
�
6
9
8
3

　

町
で
は
「
緊
急
雇
用
創
出
推
進
事

業
」
と
し
て
、
臨
時
職
員
等
を
募
集

し
ま
す
。

�
 
公
園
環
境
整
備
作
業
員

募
集
人
員　

３
名

申
込
期
限　

４
月　

日（
水
）

２１

雇
用
期
間　

５
月
１
日
〜
９
月　

日
３０

賃
金　

時
給
1
千
円

�
 
郷
土
館
収
蔵
物
デ
ー
タ
化
事
業

募
集
人
員　

５
名

申
込
期
限　

４
月　

日（
水
）

２１

雇
用
期
間　

５
月
６
日
〜　

月　

日

１０

３１

賃
金　

時
給　

円
750

対
象
者　

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
入
力
）が

で
き
る
方

�
 
観
光
案
内
人

募
集
人
員　

１
名

申
込
期
限　

５
月　

日（
木
）

20

売
却
し
ま
す

庁
用
車
廃
車
に
伴
う
売
却

総
務
課 
車
両
班
　
　
�
�
6
9
9
4

　

町
で
は
、
庁
用
車
１
台
を
売
却
し

ま
す
。

ダ
イ
ハ
ツ　

ム
ー
ブ　

　

シ
ル
バ
ー
、
４
W
D
、
Ａ
Ｔ
、
４

人
乗
り

年
式　

平
成
９
年
式

会場 料金対象日程種類

保健福祉総
合センター

69歳以下
1,500円 

70歳以上
750円 

30歳以上

５月２7日（木）
６時～６時３０分
７時～７時30分
８時～８時30分

胃がん
検診

69歳以下
1,000円 

70歳以上
500円 

40歳以上
５月２7日（木）
６時～８時30分

大腸がん
検診

旭川がん検
診センター

69歳以下
　 3,700円 
70歳以上
1,850円 

子宮がん  20歳以上
乳がん     40歳以上
※前年度受診者を除く

５月２5日（火）
かみん前からバスで送迎

７時10分出発

子宮がん
乳がん
同時検診

一
定
の
年
齢
に
達
し
た
方
へ
の

「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
配
布
時
期

等
詳
し
く
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
6
9
8
7

お
け
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
活
用
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
」

※　

時
〜　

時
ま
で
、
エ
コ
カ
ー
展

１３

１６

示
会
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
6
9
8
5

　

上
富
良
野
町
商
工
会

　
�
�
2
1
9
1

総
排
気
量　
　
�６９８

走
行
距
離　

約　

万�
１３

車
輌
の
公
開
・
見
積
書
提
出
日　
　

5
月　

日（
金
）

１４

　
　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１４

見
積
書
提
出
先
・
問
合
せ

　

総
務
課
車
輌
班

　
�
�
6
9
9
4

助
成
し
ま
す

小
児
任
意
予
防
接
種
費
助
成

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

予
防
接
種
に
は
、
法
で
定
め
ら
れ

た
定
期
接
種
以
外
に
、
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
に
よ
る
全
身
感
染
症
の
感
染
・

重
症
化
防
止
の
た
め
、
医
師
と
保
護

者
の
相
談
で
実
施
す
る
任
意
の
予
防

接
種
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
町
で
は
子
ど
も

の
任
意
予
防
接
種
で
あ
る「
ヒ
ブ（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）ワ
ク
チ
ン
・

お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水
痘
」
の
予
防
接

種
費
用
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
民

税
非
課
税
世
帯
又
は
町
民
税
均
等

割
の
み
課
税
の
世
帯
、
生
活
保
護

世
帯

種
類
・
対
象
年
齢

①
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　
　

2
か
月
〜
5
歳
未
満　

②
お
た
ふ
く
か
ぜ

　
　

1
歳
〜
６
歳
未
満

③
水
痘　

1
歳
〜
６
歳
未
満

　

接
種
希
望
の
方
に
は
、
助
成
対
象

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

接
種
予
定
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

印
鑑
を
持
参
し
、
健
康
推
進
班
窓
口

で
証
明
書
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
６
９
８
７
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わが家の
ア�イ�ド�ル

 岡 田   
お か だ

 キクヨ   さん
き く よ

　先月号の島田さんからめぐって、岡田さんにお
逢いしました。
『島田さんとは同じ町内で、栄町女性部でも一緒
に活動をしています。娘同士の生年月日が同じと
いう縁もあります。よさこいは１５年以上続けてお
り、札幌の「よさこいソーラン祭り」に今年も参加
する予定です。振り付けも衣装もすべて手作りで、
私は５～６人分の衣装を縫っています。３歳の孫
は、ビデオを観ているうちに踊りを覚えて、イベン
トなどでは時々一緒に踊っています。それがまた
可愛いし嬉しいですね。パッチワークもよさこい
の仲間に誘われて３年前から始めました。作品は
文化祭に出品したり、部屋に飾ったりしています。
生地を探しにみんなで小樽に行ったりもします。
一番の楽しみは、夫と二人で毎年春に旅行するこ
とで、今年は北陸かなと話しているところです。
これからも元気で、続けていきたいですね。』

昭和１７年生まれ
栄町２丁目

　やぐらの上、ステージなどで、和太鼓をたたいて
みませんか。

対　象　　小学４年生～成人の方
練習日　　毎週火曜日・木曜日　１９時３０分～２１時
練習場所　上富良野小学校体育館２階
主な活動　�町内の盆踊り会場　
　　　　　�大文字・山開き・四季彩まつりなど
　　　　　※その他、依頼に
　　　　　　応じます。　
問合せ
　安政太鼓保存会
　�０９０‐８６３３‐６４６７（木村）

「郷土をさぐる」第２７号

「郷土をさぐる」第２７号が４月１０日に発刊されます。

主な内容
�故郷に想いを寄せて
�祖父　大場惣吉を語り継ぐ
�松浦三家の家紋
�十勝岳泥流地帯に建つ「岡本三
　男の碑」とそれに関わる様々な
　背景　ほか

頒布価格　１,０００円

問合せ　郷土をさぐる会事務局　��３１５８
　　　　（富町１丁目３番２５号　公民館内）

『上富良野安政太鼓保存会』会員募集会員募集

み ん なの 伝 言 板

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

練習は、
見学ＯＫ

� 充裕さん・智子さんの子 �

籔内      
や ぶ う ち

 菓  乃 子     ちゃん

か の こ

　　    （１歳11か月）
岡 田       妃  夏
お か だ

      ちゃん

ひ な つ

       　  （３歳10か月）

� 和成さん・智子さんの子 �



�  広報かみふらの ２０１０.４

朝食を食べないと
　体がだるい・疲れる・頭痛が
する・イライラする・飽きっぽ
い・じっと座っていられない・
やる気が起きない等の症状は、
朝食を毎日食べる人に比べ、ほ
とんど食べない人の方が多い
傾向にあります。これは子ど
もや大人に関わらず同じことが言えます。
なぜ、朝食が必要なのでしょうか
　体温や血糖値が下った状態で目覚めます。朝食を
欠食すると脳や体がエネルギー不足状態になり、学
習能力が低下したり体温が上昇しなかったり、欠食
により排便刺激が伝わらず便秘の原因となることが
あります。１日２食では、必要な栄養をとれないこ
とや空腹による過食や深夜の飲食につながり、脂肪
の蓄積を増大させます。
朝食をしっかり食べると
　決まった時間に朝日を浴び、決まった時間にしっ
かり朝食を食べることで、体内時計が１日２４時間の
リズムにリセットされます。朝食は胃を活動させ、
体温を上げ、炭水化物から分解されるブドウ糖を脳
にエネルギーとして供給するとともに昼間の活動を
活発にします。
　朝・昼・夕の３食に分けて適量の食事を食べ、夕
食はなるべく早めに食べることは、脂肪の吸収を抑
制しダイエットにも効果的です。

ー栄養士からのメッセージー 栄養士からのメッセージ ーー

『食べてますか？朝ごはん』『食べてますか？朝ごはん』

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

食育の食育の 推推進進

　町では、皆さんのご意見などをお聞きする「町民ポ
スト」を町内９か所に設置しています。
　平成２１年度に町民ポストに寄せられたご意見など
は、１８件でした。その主なご意見を紹介します。

【町営バス】
�シートベルトを使えるようにして欲しい。
　��シートのすきまに埋もれて見えにくくなってい
　　るシートベルトもありましたが、すべて使用で
　　きる状態でした。ただし、非常ドアのある座席
　　には、シートベルトは設置されていません。
�十勝岳線のバス停（東２線上り）で、標識が見えに
　くい。また、下りにバス停の標識がない。
　��設置当初は歩道がなかったため、道路に平行に
　　設置しましたが、現在は歩道も設置されていま
　　す。現状認識が足りなかったことを反省し、バ
　　ス停の向きを見やすく変えるとともに、下りに
　　も標識を設置しました。
【日の出公園の標識】
�観光客が日の出公園に行きたくても、案内標識の
　文字が消えているなど、わかりにくい。
　��道道に設置している日の出公園の案内
　　標識は、北海道旭川土木現業所富良野
　　出張所へ補修の申入れをし、その結果、
　　町内２０か所にある標識の整備が行われ
　　ました。

町民ポスト町民ポスト
投書箱投書箱

�ご意見は、役場１階の町政情報提供
コーナーで公開しています。

問合せ　保健福祉課　��6987

� 中央保育所 �

『ドールぼうき』 『ドールぼうき』
長    野         響
な が の

    くん
ひびき

（平成１６年生まれ）
児 玉       風  花
こ だ ま

      ちゃん
ふ う か

（平成１6年生まれ）



町へ
◎渡辺満明さん（千葉県市原市） 　 5万円

町立病院へ
◎小林清和さん　                      　４万円

◎成田照子さん                      　　５万円

◎宮下吉勝さん　                      　５万円

◎久保範一さん(中富良野町)     　５万円

◎池上昌之さん　                      　５万円

◎小林清和さん　               　車椅子１台

◎四釜芳之さん　               　車椅子２台

ラベンダーハイツへ
◎黒田英歳さん　               　車椅子１台

◎御料整骨院(旭川市)　

　　　　　　　 エアーマッサージ機１台

◎上富良野町赤十字奉仕団　

　　　　　　     　　　　清拭用布420枚

　　　　　   箱ティッシュペーパー50箱

社会福祉協議会へ
◎サッポロビール会　　　　　　２万円

◎下総　豊さん　　　　　　　　５万円

たくさんの善意
ありがとうございました

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://hp.town.kamifurano.hokkaido
.jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

３月１１日　健康体操（生命の貯蓄体操）

広報かみふらの ２０１０.４   �

● 人のうごき ●

平成２２年３月３１日現在
(　)は前月比

(－１００)１１,８８７人人口

(－６８)５,９６６人男

(－３２)５,９２１人女

(－２９)5,２６１世帯世帯

　冷たかった風に少しずつ暖かさが感じられるように
なり、春の到来を実感できる頃になると、春を代表す
る季節現象「さくらの開花」が話題にのぼります。気
象台や測候所では、生物季節観測のひとつとして、さ
くらの開花・満開日を観測しています。

　開花日とは、標本木の花が5～6輪以上咲いた状態になった最初の日の
ことをいい、満開日は標本木の花の８０％以上が咲いた最初の日をいいま
す。一般に桜前線が北へ進む速度は、１日に20～30�（時速約１�前後）
と言われています。平年だと、5月の上旬には北海道に上陸となります。
旭川の開花・満開日の平年値（30年間の平均）は５月７日です。
　最近では、民間気象会社等が同じような開花予想を行っているため、気
象庁では今年から行わないこととしました。
　さくら開花予想方法は、気象庁ホームページで公開しています。
問合せ　旭川地方気象台総務課　�0166�7101
旭川地方気象台ホームページ
　http://www.sapporo-jma.go.jp/asahikawa/
気象庁開花予
　http://www.data.jma.go.jp/sakura/data/cb/sakura.html

春の全道火災予防運動
実施期間　４月２０日（火）～３０日（金）

全国統一防火標語「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」
　春は、空気が乾燥し、風が強い日が多いため火災が発生しやすい時期で
す。火の取扱いには十分注意し、火災の無い明るい町をめざしましょう。
　なお、期間中は、２０時にサイレンを鳴らしますので、お休み前に火の元
をもう一度確認してください。
『春の防火ポイント！』
�ゴミ焼きはしない～一般家庭でのゴミ焼きは法律で禁止されています。
※農林業の例外的焼却は認められていますが、消防署へ届出が必要です。
（火入れの際は必ず監視人を置き、風の強い日には実施しないでください）
�タバコの投げ捨てはしない～屋外でのタバコの投げ捨ては、野火・山火
事の原因になるので絶対にしない。
�放火をさせない～住宅や車庫、物置の周囲は整理整とんを
心掛け、紙類などの燃えやすいものを放置しない。
問合せ　上富良野消防署指導係　��２１１９

� 「さくらの開花」

あなたの命を守るため
平成２３年５月３１日までに
住宅用火災警報器の設置を


